



崎上島町立木江小学校の第 1 学年での授業実践から，第 1 学年の 3 学期において，教師からの働き
かけがほとんどなくても，自ら学習を進めていこうとする態度を身に付けることが可能であること
について実践的示唆を得ることができた。
本稿では，複式 3・4 年学級での授業実践から，1・2 学年での学びが複式学級授業へどのように
いきているのかについて考察する。そして，木江小学校複式少人数学級での 2018 年度～ 2020 年




はじめにで述べた当時の 1 年生は，現在（令和 2 年度）で 3 年生となっている。また，第 1 学年
の 1 学期の 6 月時点での実践（5）について報告した児童は現在，4 年生になっている。つまり，現在，




②　児童数　3 年　7 人（男子 3 人，女子 4 人）　　　4 年　6 人（男子 4 人，女子 2 人）
③　単　元　3 年　「長さ」（全 5 時）　　　　　　　   4 年　「割合」（全 5 時）
※教科書「わくわく算数　3 年上，4 年上」（9）
④　本時の目標 3 年（3 ／ 5 時）長さの単位に着目し，長さの計算の仕方を考えたり問題
を作ったりすることができる。




日直：Let’s stand Let’s start the math class. 全員：okay  Let’s start the math class.
日直：Let’s sit  down.
生きて働く力を育む算数科授業（2）
Arithmetic Classes that Foster Practical Use the Ability Acquired (2)
山　田　惠　次，折　重　歩　美 1





3 年全「学校からあすかさんの家まで 1㎞ 500m，学校から駅までは，600m あります。あすかさ
んの家から学校の前を通って駅までの道のりはどれだけですか。」
4 年全：「はるとさんのお父さんの体重は 72kg ではるとさんの体重の 2 倍あります。はるとさん
の体重は，妹の体重の 3 倍あります。妹の体重は何 kg ですか。」
日直：「気づきを発表しましょう」の発言で両学年とも同時に児童の発言が以下の通り続く。
（教師は，両学年の学習状況を確認し，適宜，学年への直接指導を行っていく）（図 1，2）


























































































































































一方，3 年生については，教師と，答えが 2km をこえることと，道のりの意味を確認した後に




























T3：「（4 年から 3 年に戻り解決のカギの板書を見て）1㎞を超えるん。大変だね。」



























項目は以下のとおりである。（図 6）木江小学校では，年に 2 回のアンケート調査を全校児童に実


























アンケート結果から，第 3 学年において否定的回答が第 3 学年で 7 人中 3 人以上となるものが全
4 カ年の 56 項目中 5 件となっている。第 4 学年では 56 項目中 3 件となっている。このことから，
算数科に関する主体的な学びの意識はかなり高いことが分かる。
中でも特に，3 か年の肯定的評価が全て 100％となっているは質問項目の問 3 と問 5 である。
問 5 の調査結果から，児童は，問題から課題を見いだし，めあてを考えていこうとする意識が大





み重ねることが大切である。令和 2 年度の全校集計では，30 名中 100％が肯定的回答をしている。
問 6 においても，3 年（100％→ 100％→ 100％→ 86％），4 年（100％→ 100％→ 80％→ 100％）
54
表 1　「意識調査結果」令和 2年度 3年生（1年次 2学期 12月～ 3年次 1学期 8月）





















































































表１「意識調査結果」令和２年度３年生（１年次２学期 12 月～３年次１学期 8 月）  
表２「意識調査結果」令和２年度４年生（１年次２学期～３年次学期令和２年度１名転入し６名となる）  
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肯定 31 21 30 29 27 27 27 26 25 26 30 26 25 23
否定 0 6 0 0 2 2 2 2 5 3 4 4 4 7
100.0％ 77.8％ 100.0％ 100.0％ 93.1％ 93.1％ 93.1％ 92.9％ 83.3％ 89.7％ 88.2％ 86.7％ 86.2％ 76.7％
※調査対象者は 31 名であるが解答項目に無答があったため，項目により合計数が異なっている
そして，令和 2年度全校集計が 29名中 27名とその意識の高さが表れている。また，問 4についても，
令和 2 年度を見ると，3 年，4 年，全校とも 100％となっている。






一方，問 2 と問 14 は，否定回答の占める割合が他の項目と比べて多くなっている。






表の上側部分は 3 年生が 1 学年，2
学年の時に実施した結果である。下側








ている。4 年生は，平成 30 年度にお
いて活用，思考判断，表現が 20 ポイ
ント以上，上回っている。得点も両学年とも 90 点を超えている。複式学級において，平均得点が




平成 30年度（1年 3学期） 令和 1年度（2年 3学期）
得点 基礎 活用 思判 表現 得点 基礎 活用 思判 表現
クラス平均 92.1 94.5 78.6 80.0 71.4 87.3 87.7 85.7 83.3 100.0
目標値 78.9 84.0 50.0 54.0 30.0 73.5 77.9 55.0 55.0 55.0
全国平均 82.3 87.7 51.5 55.5 31.1 76.6 81.1 58.2 57.4 63.0
目標値との差 13.2 10.5 28.6 26.0 41.4 13.8 9.8 30.7 28.3 45.0
全国平均の差 9.8 6.8 27.1 24.5 40.3 10.7 6.6 27.5 25.9 37.0
平成 30 年度（2年 3学期） 令和 1年度（3年 3学期）
得点 基礎 活用 思判 表現 得点 基礎 活用 思判 表現
クラス平均 93.9 95.2 88.6 90.0 80.0 82.9 91.1 61.7 66.7 41.7
目標値 72.2 76.2 55.7 55.8 55.0 69.3 75.4 53.5 58.8 32.5
全国平均 74.3 87.1 58.9 59.1 57.9 70.4 77.4 52.1 58.7 25.6
目標値との差 21.7 19.0 32.9 34.2 25.0 13.6 15.7 8.2 7.9 9.2
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